


カスタム再利用可能PET塗装ステンシル：お客様のアートワークから作るレーザーカット樹脂ステンシル
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Details
 

カスタム再利用可能PET塗装ステンシルは、通常7.5 to 14 mil厚のポリエステルフィルムを、お客様のロゴ、文字、またはパターンから切り出して製作します。壁、木材、木
箱、機器、密封処理済みの屋内床での、ブラシ、ローラー、スプレーによる繰り返し作業に適しています。厚み、ブリッジ位置、抜き部分のサイズ、最小発注数量、納期は、切断開始前に見
積書と書面校正で確認します。

カスタムPET塗装ステンシルを注文するのは誰で、どのような用途ですか？ ↑
カスタム樹脂ステンシルの購入者はつのグループに分かれます。同じフィルムシートでも、各グループで評価基準は異なります。施設管理者、倉庫安全責任者、ライン施工業者は、毎シーズ
ン塗り直せる文字、矢印、ユニット番号、安全表示を必要とします。看板・グラフィックショップは自社顧客の代理で注文し、その顧客が承認できる図面を必要とします。Stencil
Ease 看板ショップは最終顧客にCAD図面を承認してもらうことを推奨しています[1]。文言変更が遅れると注文全体をやり直すことになるためです。レストラン、スポーツ団体、物流
ヤード、ギフト工房などの小規模事業者は、壁、木箱、ゲームボード、商品にロゴを繰り返し入れたいと考えます。家庭向けの製作者は、木製看板、家具、ギフト用に正確なサイズを求めま
す。

PETフィルムが最も適するのは、その中間領域です。屋内壁、木材、布地、木箱、機器パネル、密封処理済みコンクリートに向いています。これらの表面では、鮮明な輪郭と、曲がっても



きれいに洗えるシートが必要です。粗いアスファルトやオーバースプレーが多い駐車場作業には、下の購入ガイドで扱う厚手ポリエチレンが適します。この区分を最初に正しく決めることは、
注文書の他のどの仕様より重要です。

必要な注文内容も、利用者のグループごとに異なります。施工業者は毎春、同じ矢印を再注文することがあります。看板店は毎週、一点物の別のデザインを発注することがあります。ギフト
製作者は、正確に同じサイズのステンシルを一つだけ必要とすることがあります。注文はカタログから選ぶ作業ではなく、仕様を決める作業として扱ってください。適切なシートを決めるの
は、表面、塗料、塗布具、再利用回数、保管条件です。アートワークだけでは決まりません。

なぜステンシルの注文は最初の塗装が乾く前に失敗するのですか？ ↑
問題は 「樹脂ステンシル」が非常に異なる素材を含むことです。カフェの壁に鮮明なロゴを塗れる薄いフィルムでも、駐車場では浮きやにじみが起こることがあります。1-800-
Stencilは、 クラフト用Mylarは小規模な屋内プロジェクトには使えるが、舗装面には理想的ではない[2]と述べています。逆の失敗もあります。厚いシートでは、小さなロゴに必要
な細部が失われます。

切断作業そのものと同じくらい慎重に、配送と承認も確認してください。大判のシートが折り曲げられないことを確認し、粘着層のないステンシルを使う場合はローラーに過度な負荷をかけ
ないようにしてください。また、校正データをどのように受け取るかも取り決めてください。プラットフォーム上の未返信のメッセージに頼るのではなく、製作前に書面での承認を必須とし
てください。

解決策 は、各注文を短い仕様書として扱うことです。フィルムの厚さを表面と塗布具に合わせてください。校正データ上のすべてのブリッジに印を付けてください。切り抜きサイズはシート
サイズとは別に明記してください。承認はメールで書面により取得してください。大判のシートは折らず、必ず巻いて発送してください。このカスタム再利用可能PET塗装ステンシルは、
この手順に沿って作られています。デザインごとに、見積書と校正データで厚さの選択肢、最大シートサイズ、MOQ、製作期間を確認してください。
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カスタム再利用可能PETステンシルとは、具体的に何ですか？ ↑
ここでいうPETは、二軸延伸ポリエステルフィルムを指します。「Mylar」はDuPontの商標名で、多くの販売者が一般名のように使っています。ステンシルは、塗料が通る開口部
と、内側の形状を保持する実線のブリッジをこのフィルムから切り出して作られます。Stencils Onlineはポリエステルを、 耐溶剤性を持つ数少ないステンシル用樹脂の一つ[6]と
説明しています。同サイトでは、フィルムを7.5, 10、14 milのグレードに分類しています。また、適切に清掃した場合の控えめな目安として少なくとも15 to 25回の使用を
示し、通常は厚みではなく塗料の蓄積がステンシル寿命を終わらせるとしています。

再利用回数の主張は情報源により大きく異なります。Stencil Stopは自社の 14 milフィルムを数百回から数千回の使用に適するとし、Mylarを食品安全と表現しています[7]。
どちらも販売者によるマーケティング表現です。実験室での耐久データでも、FDAの食品接触文書でもありません。食品に関わる用途では、製品ページの文言に頼らず、樹脂グレードの適
合資料を求めてください。

厚み インチ / mm（1 mil = 0.001 in） 代表的な用途 制約
7.5 mil PET 0.0075 in / 0.19 mm 1 in未満の文字、装飾的な細部 折ると折り目が付く。軽作業専用
10 mil PET 0.010 in / 0.25 mm 最も一般的な工業・商業用グレード 板材を想定する購入者には薄く感じられる
14 mil PET 0.014 in / 0.36 mm 大きな文字、頻繁な再利用、緩やかな曲線 非常に細かなディテールには非推奨
1/16 in LDPE（60 mil） 0.060 in / 1.52 mm 時折行う舗装面マーキング 素材が異なる（PETフィルムではない）
1/8 in LDPE（125 mil） 0.125 in / 3.18 mm 施工業者による頻繁なスプレー作業 粗いディテール、重い、スプレー専用

最初の行は、このPET製品の対象を示しています。お客様のデザインで利用可能なグレードは見積書で確認します。ポリエチレンの行は、舗装面の購入者にPETが適切でなくなる境界を
示すために含めています。薄いフィルムは細部を保持し、表面になじみます。厚いフィルムは裂けにくく、縁が摩耗する前により多くの清掃サイクルを確保できます。

このフィルムには明確な限界があります。GOBAのMylar用語集は、その UV耐性はなく、長期の屋外曝露には不適切[8]としています。短時間の屋外塗装は問題ありませんが、ステ
ンシルを日光下で保管しないでください。Custom Cut StencilはMylarを、 サンドブラスト、重い塗料、または非常に高い熱には不適切[9]としています。したがって熱可
塑性ライン施工や研磨ブラストは対象外です。

サイズは読みやすさを左右します。Stencil Stopは、 最小要素は約1/4であり、細密な紋章ではさらに大きくする必要がある場合がある[10]とし、単純なスウッシュであれば2で
使用できるとしています。ロゴに極細線がある場合は、拡大するか、校正図で線が太くなる、または結合することを受け入れてください。

裏面仕様はつ目の構造上の選択です。非粘着PETシートは再利用向けの主力品です。マスキングテープ、重し、または再剥離可能なスプレー接着剤で固定し、使用の間に洗浄します。粘着
剤付きフィルムは、滑らかな床、ボトル、パイプでより密着するため、にじみが起こりにくくなります。代わりに、通常は回または数回使用する道具になります。滑らかな広葉樹または密封



処理済みコンクリートでは、非粘着ステンシル用のスプレー接着剤を予算に入れるか、見積時に粘着仕様との比較を依頼してください。裏面なしのシートが単独で密着すると想定しないでく
ださい。

きれいに塗れるステンシルの注文方法：ステップ ↑

ステップ1：アートワークだけでなく作業内容を説明する

ファイルとともにつの情報を送ってください。表面（乾式壁、木材、布地、鋼材、密封処理済みコンクリート）、塗料（ラテックス、エナメル、エアゾール）、塗布具（フォームローラー、
ブラシ、スプレーガン）、想定する再利用回数です。これらの回答により、アートワークを開く前に厚みグレードと裏面仕様が決まります。看板ショップは、最終顧客による校正承認が必要
かどうかも伝え、回目の承認をスケジュールに組み込むべきです。

ステップ2：ファイルの入稿前確認

ベクターファイル（AI、EPS、PDF、SVG、DXF）は、カッターにきれいなパスを提供します。写真や低解像度ロゴは描き直しが必要で、その描き直しは確認すべきデザイン上の
妥協です。閉じた形状（A、O、R、8、ロゴ内の閉じたカウンター）にはすべてブリッジが必要で、なければ中心部が抜け落ちます。The Stencil Studioは、 切断要素、ブ
リッジ、隙間の幅は1 mm以上にすることを推奨しています[11]。同社は190, 250、350ミクロンのフィルムを在庫しており、250ミクロンはおよそ10 milです。校正図
で実際の線幅を確認できるよう、アートワークは1:1スケールで作成してください。



ステップ3：すべての項目に答える校正図を承認する

校正データは、トラブルの原因になりやすい事実が記載されている場合にのみ役立ちます。使用可能な切り抜きサイズは、シートサイズとは別に確認してください。メールで「承認」と返信
する前に、以下のチェックリストを使ってください。プラットフォーム上のメッセージだけでは不十分です。

校正項目 確認内容
厚み milとmmで記載され、塗布具に適合している
抜き部分サイズとシートサイズ 両方の寸法を表示し、余白幅も確認できる
ブリッジ 対照色で表示され、幅が明記されている
最小要素 合意した最小値未満の線がない
裏面仕様 非粘着または粘着式を明確に表示
塗布方法 ローラー、ブラシ、またはスプレーを校正図に記載
複数パネルのレイアウト 組立図とともにパネル番号を記載
数量、最小発注数量、納期 見積書に記載し、承認後にのみ生産開始

ブリッジとパネルの行は、ロゴや大きなデザインで特に重要です。ブリッジは塗装結果に小さな隙間を残し、手作業で補修する必要がある場合があります。パネル番号により、複数シート注
文で発生する欠品や重複の問題を防げます。項目が空欄なら、承認前に確認してください。質問に費用はかかりませんが、刷り直しには注文全額がかかります。

ステップ4：書面承認後に生産する

業界の一般的な方法は、ポリエステルフィルムのCO₂レーザー切断で、出力と速度は素材と厚さごとに設定します。切断面の品質が重要な場合は、同じ材料ロットでテストカットを依頼し
てください。見積書で製作期間とMOQを確認してください。どちらもサイズ、層数、数量によって決まります。



ステップ5：塗装前に到着品を検査する

承認済み校正図の印刷物にステンシルを重ねてください。すべてのアイランド部がブリッジで保持されていること、欠けや傷でデザインが壊れていないこと、エッジが塗料を引っ掛けない程
度に滑らかであること、パネル数が注文と一致することを確認します。不良があれば撮影し、塗装前に報告してください。未使用ステンシルの苦情は確認しやすい一方、塗装済みステンシル
では困難です。清掃についてXometryは、Mylarへの塗料密着は弱く、 ステンシルを少し曲げると多くの塗料はひび割れて剥がれる[14]と説明しています。蓄積物でエッジが厚く
なる前に清掃してください。まず中性石けんを使い、必要な場合だけ溶剤で短時間拭き取ります。

ステップ6：巻いて発送し、平らに保管し、校正図から再注文する

大判シートは決して折らず、幅広の芯に巻くか、硬質ボードの間に挟んで発送するよう依頼してください。Journeyman HQは、 ステンシルを巻いたまま、または折ったまま保管



すると、平らに戻らない永久的な形状記憶が生じる[15]と警告しています。開封後は重しを載せてシートを平らにします。塗料が完全に乾いたら、段ボールの間で平らに保管してください。承
認済み校正ファイルとSKU参照を保持すれば、再注文時に新たなデザイン工程を経ず、同じ厚み、ブリッジ、サイズを再現できます。

用途と予算に合うステンシル素材はどれですか？ ↑

選択肢 再利用に関する指針 細部 最適な表面 主なリスク

非粘着PETフィルム（本製品） 15–25回から、販売者主張
では数千回まで 約1/4 inの要素まで良好 壁、木材、布地、木箱、密封処理

済み床
テープまたはスプレー接着剤なしではにじ
み。UV

粘着剤付きフィルム 多くは回使用 最もきれいな輪郭 ボトル、パイプ、滑らかな床 剥がす際に未硬化塗料を持ち上げることが
ある

LDPE / LLDPE 1/16–1/8
in 数百（サプライヤーの主張） 粗い アスファルト、コンクリート、駐

車場 重量、反り、細線の再現性不足

オイルボードまたは厚紙 短期向け 中程度 単発プロジェクト 湿気を吸い、劣化が早い
金属シート 最高の耐久性 良好 平坦で硬い表面 重く、高価で、曲がらない

再利用の目安にはばらつきがあります。塗装ステンシルに対するASTMやISOの耐久試験は存在しないため、使用回数は清掃と平置き保管を前提とした条件付きの数字として扱ってくだ
さい。厚さに関する期待値の管理も必要です。10 mil のフィルムの場合は、ローラー、スプレー、刷毛による塗布への柔軟性と適合性を確認してください。使用する塗布具には、より厚
いオプションが適しているかどうかも確認してください。

と説明しました。舗装面の作業では、PETを厚くするのではなく素材を変更してください。Stencil Easeは、 スプレー機器、駐車場、スポーツフィールド向けに1/16 in
と1/8 in LLDPEを指定しています[17]。Paveman Proは、 時折の使用には60 mil、業務用途には125 mil、標準12 in文字では少なくとも3 inの余白を評
価しています[18]。細密な屋内ロゴと駐車場の矢印が混在する注文は、つの仕様に分けてください。

費用は、シート単位ではなく使用回数単位で判断するのが適切です。Setonは、プラスチック製ステンシルを 耐摩耗性に優れ、何度も再利用でき、長期的なプロ向けの案件に適したも
の[19]として位置づけています。見積もりは、想定される再利用頻度、清掃の手間、手直しのリスクと照らし合わせて確認してください。

ステンシルだけで適合性を証明することはできません。米国アクセス委員会は、 駐車面に塗装したISA記号は地上設置標識の代わりにはならない[21]としています。ラインの色とハッチ間
隔は州および地方の規則に従います。空港では、FAAの指針により、 ステンシルテンプレートによって生じたすべての隙間を埋めなければならない[22]ため、ブリッジの隙間には補修塗装
が必要です。公道では、FHWAは現行マニュアルを、 MUTCD 11th版、改訂1、2025付けのMUTCD[23]としています。注文前に、文字高を同マニュアルおよび地域
での採用規則と照合してください。

https://www.access-board.gov/ada/guides/chapter-5-parking/
https://www.faa.gov/documentLibrary/media/Advisory_Circular/150-5340-1M-Chg-1-Airport-Markings.pdf
https://mutcd.fhwa.dot.gov/kno_11th_Edition.htm


要点 ↑
PETフィルムには、透明な厚さの区分があり、それぞれに用途があります。 — 7.5, 10、および14 mil：適切に清掃した場合、少なくとも15–25回の使用
閉じた形状のすべてに、校正データ上で確認できるブリッジが必要です。 — ブリッジと隙間は1 mm以上
非常に細い線は、きれいに切り抜くことも塗装することもできません。 — 最小の細部は約1/4 in
舗装工事には、PETフィルムではなく厚手のポリエチレンを使用します。 — 不定期使用は60 mil、プロ用途は125 mil
公道の路面標示は現行の連邦マニュアルに従います。 — MUTCD MUTCD 11th版、改訂1、2025月（情報源)

校正用にアートワークを送る準備はできましたか？ ↑
きれいに塗れるステンシルは、切断前のつの判断から生まれます。塗布具に適した厚み、確認して承認したブリッジ、シートサイズとは別に明記した抜き部分サイズ、そして巻いた状態での
発送です。このカスタム再利用可能PET塗装ステンシルは、その手順に基づいています。見積書には、お客様のデザインの厚みグレード、裏面仕様、最小発注数量、生産期間を記載し、書
面で校正図を承認するまで切断は行いません。ベクターファイルに、表面、塗料、再利用回数を添えてお送りいただき、 今すぐカスタムステンシルの見積と校正図をご依頼ください.
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https://mutcd.fhwa.dot.gov/kno_11th_Edition.htm
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